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「有機電子・光機能材料を利用した光波制御」 

爆発的に情報量が増加する昨今、大容量かつ精緻な情報を扱える光技術への期待は高まっている。特に、より低エネル
ギーで、より高度な情報を処理する技術が切望される情報化社会において、機能調整や素子作製が比較的容易なプロセス
で実現できる有機電子・光機能材料の果たす役割は重要である。 

 光導電性を有する電気光学ポリマーはフォトリフラクティブ（ＰＲ）ポリマーとして知られ、光強度分布に応じて誘起される屈
折率変化が特異な光波伝搬を可能とするため、光波制御の観点から興味深い。ＰＲ効果は、光照射に伴う電荷発生、電荷
分離および輸送・捕獲を経て形成される空間電界と、その空間電界が屈折率変調色素を介して屈折率変化を誘起する複合
過程によって生じる。したがって、材料の電子的な輸送過程と光学的な過程を総合的に活用した応用効果となる。高効率な
ＰＲ素子の創出のためには、各過程で生じる物理現象の深い理解と有効な利用形態を探索することが重要となる。本講演
では、これまで取り組んできたＰＲポリマーを用いた光波制御に関する研究を中心に、正確な材料特性評価のための電気
および光学測定系の開発、応用デバイスの提案・素子設計・作製法・駆動法等について合わせて紹介する。 


